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Abstract
This paper discusses whether women’s creative activities of Japanese traditional industries 

are regarded as the case study of the research on “women’s entrepreneurship”. 
Through the overview of the recent women’s entrepreneurship research, this paper 

concludes that women’s creative activities of Japanese traditional industries are able to respond 
to needs requested by the arena of women’s entrepreneurship research. In objectivist approach, 
it is noted that these activities have a possibility of offering the new factors of women’s 
entrepreneur’s research. On the other hand, in social constructionist approach, we emphasize 
that rich social relationship and the variety of creative style of men’s / women’s creators in 
Japanese traditional industries offer the rich data of how gender order is constructed / 
reconstructed. 

Keywords: women’s entrepreneurship, traditional industry, methodological research
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1 ．はじめに
本論では，日本の女性起業研究において

「伝統産業」というフィールドでの事例研究
が成立しうるかを検討する。
日本においても女性による起業という現象
が生まれ，男女共同参画社会の実現に向けた
一つの方途となり，また経済活動の活性化に
資するアクションだと指摘され続けてきた。
それにも関わらず，この現象について十分な
議論がなされているとは（少なくとも経営学
の領域では）言い難い。その一つの要因となっ
ているのが，女性による創業の領域や分野に
ある種の「偏り」があるという実際が挙げら
れる。すなわち現実社会をふまえるに，日本
では特に，ある特定の産業分野において「女
性化」が進みやすく，ゆえに多くの産業で男
女入り混じっての起業が生じづらい（産業内
での男女の比較研究が難しい）という実情が
ある1）。
ところで現在，女性起業研究が盛んな米国
を中心に方法論的な再検討が模索，実践され
てきている。そして，上記のような日本にお
ける女性起業研究の状況下の一方で，多様な
文化や制度的文脈における女性起業研究が希
求され参照されてきている（Ahl 2006／
Hughes, Jennings, Brush, Carter & Welter 2012）。
そしてそのような潮流の中で，女性起業の展
開過程や研究そのものの方法論的知見をもた
らしてきた（例えばWu & Chua 2012／Scott, 
Dolan, Johnstone-Louis, Sugden & Wu 2012）。
さてこのような学術的要請をふまえ，本論
では，日本における「女性起業」の一事例と
して「伝統産業2）」を取り上げてみたい。伝

1）例えば社会福祉はますます「女性労働」化して
いるし（杉本1997），女性起業研究が盛んな農村部
（いわゆる農村女性起業）においても男女協業が生
まれづらいという現実がある（藤井2011）。
2）ただし「伝統産業」という表現は，厳密には「伝
統的工芸品」産業とは対応していない。前者が観

統的工芸品に携わる職人の減少の一方で，女
性の割合は増加傾向にあるからである3）。つ
まり実態的に，男性の職人がいる一方で女性
の社会進出が起こっている様相が垣間見え，
日本の伝統産業は女性起業研究の事例として
のケーススタディを展開しやすいことがこの
発想の契機となっている。またこのような動
きに対し，既存の女性起業研究からのヒント
を得ることにより，伝統産業の発展に寄与し
うるという実践的な意義もある。
ただし一方で，起業研究分野で取り上げら
れる「起業家」の要件としては，創業の事実
や継続年数，場合によっては株式公開の有無
といった客観的な要件を挙げることが研究上
の前提であることが多く，その要件ハードル
は極めて高い（例えばサラスバシー 2015：
27-28）。かたや，そのような成立要件につい
て米国レベルの対象想定をすることは，しか
も伝統産業を事例として展開することを要請
された際には，日本国内の現状をふまえるに
難しいといわざるをえない。
そこで本稿では，日本における女性起業研
究の対象領域として，女性の参画著しい傾向
のある伝統産業分野での女性の作家的活動
が，女性起業研究の「研究対象」の一翼とし
て認められるか否かを検討することを課題と
した。言い換えるならば，本稿の事例（瀬戸

念的な用語であるのに対し，後者は伝統的工芸品
の振興を目的とした法律（伝産法）に基づく定義
づけがなされているからである。そしてその構成
要件は，伝産法第 2条に定められている通り，日
常生活の用に供されていること，主要な製造過程
が手工業であること，原材料そのものも伝統的で
あること，などが求められ，「伝統産業」より狭義
かつ厳密性の高い用語である。そこで本稿では「伝
統産業」を「伝統的技法を維持または改良を加え
つつ保持し，日常生活の用に供される製品を供給
する産業」とひとまず定義し，その狭義として「伝
統的工芸品」があるとした。
3）経済産業省製造産業局（2020）によれば，1998
年には女性の割合が10％強であったのが，2019年
には16％強と増加傾向にある。
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市の陶芸活動）が，（先発する米国の）女性
起業研究の問題設定と如何にリンクしている
かを読み解いていくことを課題としている。
以下では，まず米国女性起業研究を概観し
つつ，女性起業研究を展開する上での論点な
らびに課題を概握していく。続いて，愛知県
瀬戸市における陶芸作家をケースとし，その
キャリア形成の過程，仕事上の特徴や作家活
動を支える豊富な社会環境について概観す
る。これらの作業をふまえ，伝統産業におけ
る女性の創作活動を「女性起業研究」の視点
から探ることへの可能性が検討されることと
なる。

2 ．女性起業研究の潮流
　1980年代から1990年代初頭にかけ，米国に
おいて「女性による起業」という現象が盛ん
に議論されるようになった。それ以来，この
トピックは現在に至るまで，実務的（例えば
女性起業の振興）および学術的（例えば起業
家研究全般の深化）な領域において注目され
ている。特に，起業家やスモール・ビジネス
に関わる 4 誌（Entrepreneurship Theory and 
Practice／Journal of Business Venturing／The 
Journal of Small Business Management／
Entrepreneurship and Regional Development）
に多く見られるようになった（Ahl 2006）。
また女性起業に特化した特集号が組まれるよ
うになる等，このトピックの注目が伺える状
況となっていった。
そこで以下では，これらの学術誌を中心に
女性起業研究の動向をつかんでいく。

　2-1�．女性起業研究の 2つの伝統的アプ
ローチ

女性起業を対象とした諸々の研究報告，成
果を経て，1990年代から2000年代にかけてそ
れらを統合，整理する動きが展開されていっ

た。その端緒となったのがFisher, Reuber & 
Dyke（1993）が示すリベラル・フェミニズ
ムとソーシャル・フェミニズム4）と呼ばれる
2つの研究アプローチであった。その分類法
が重要な意味をなすのは，研究仮説や方法，
そして結論に至るまで，そのアプローチのい
ずれを選ぶのかが大きく作用してくるからで
ある。そこで以下では，各々のアプローチの
認識前提，仮説，研究動向の特性を示してい
く。
研究アプローチの一方をなすリベラル・
フェミニズムは，リベラリズムの政治思想か
ら派生している。その認識前提として，男女
に固有のジェンダー特性はなくあくまで同一
のものとして捉えるという特徴を持つ。その
認識をふまえ，男女間の差異がなければ政治，
経済，その他あらゆる場面で男性と同様のパ
フォーマンスを達成しうると仮定し，その差
異を生み出す差別の撤廃を希求する。
特に米国では，女性起業の影響力が国民経
済に及んでいることは認めるものの，男性に
よる起業と比較して経済的パフォーマンスの
相対的低さが課題として指摘されている（例
えば Fisher, Reuber & Dyke 1993／Carter, 
Williams & Reynords 1997）。その背景を説明
する中で，経営資源へのアクセスに関する男
女間の差異の問題性が指摘されていった。こ
のアプローチから派生した研究の特色とし
て，市場へのアクセス，ビジネス関連の教育
環境や社会経験，財政支援の面での男女差を
顕在化させるようなものが多い（例えば
Bates 2002／Orser, Riding & Manley 2006）。
そのため，それら差異を撤廃する必要性が強
調されるといった帰結に行き着くことが多い。

4）この用語はフェミニズム理論でいうところの「社
会主義フェミニズム」とは異なる。あくまで女性
起業研究の分野において定着し，本文において後
述するような研究全般を包括した用語である。



金城学院大学論集　社会科学編　第18巻第 1号

― 28 ―

2021年 9 月

だが一方で，全ての業界で男女間の差別が
根付いているわけではない。その上で，女性
が起業を発展させていくためにアクセスする
経営資源や戦略が必ずしも男性とは一致しな
い傾向も指摘されている。例えばSexton & 
Bowman-Upton（1990）は，起業活動の動機
として男女間で異なる価値観や感情があるこ
とを，またKalleberg & Leight（1991）も男女
間で異なる経営手法や戦略を採用しているこ
とを早くから指摘していた。そしてCarter, 
Williams & Reynords（1997）の研究は，小売
業における男女の起業をケースとして，女性
起業の失敗を防ぐ鍵となるのは，経営資源の
アクセスに関わる相対的な不利性の改善では
なく，業界内における男性起業とは異なる経
営手法や経営資源の選択（具体的には特定の
ニッチを選定し，サービスの質と多様なス
テークホルダーを意識した戦略が有益）であ
る事を明らかにしている。女性起業の特性を
生かした経営手法に関わるこれらの研究結果
を受け，各々の業界において女性起業に適合
的な戦略的チョイスを明らかにするソーシャ
ル・フェミニズム的アプローチの研究が発展
していくこととなる。
女性起業研究に代表的なもう一つのアプ
ローチであるソーシャル・フェミニズムは，
精神分析学や社会心理学をベースとして発展
し，「人間性は過去の社会経験によって構築
される」という仮定を前提に成り立つ。その
ため，このアプローチにおける男女観はリベ
ラル・フェミニズムとは逆に，異なる社会経
験を持つ男女はたとえ差別のない状況下にあ
るとしても，その性向，価値観，行動が異な
ると考え，男女は平等でありながらも異なる
社会像を描くと仮定する。
このアプローチを踏襲した女性起業研究
は，男女間の差異を差別というよりもむしろ，
女性や女性起業の主体的選択によるもの，も

しくは，（ある種の）強みとして強調する傾
向にあるといえるだろう。それらの認識前提
に基づき，ソーシャル・フェミニズム的研究
はこれまで，起業を成功裡に進めるような女
性の性向や社会経験，人的資源の特質 
（Langowitz & Minitti 2007／De Tienne & 
Chandler 2007），女性起業固有の経営手法や
組 織 構 造（Chaganti 1986／Olson & Currie 
1992／Carter, Williams & Reynords 1997），そ
して活用する経営資源の特質（Greene, Brush 
& Saparito 1999／McManus 2001） などを明ら
かにしている。またその中で，特に小規模な
組織や経営資源が不足した中での起業，ある
いは起業家のあり方に関する新しい洞察を求
める動きが展開されてきた。エフェクチュ
エーション（サラスバシー 2015）という起
業の方法論なども，女性起業研究におけるこ
のような潮流を汲む成果として脚光を浴びた。

　2-2．女性起業研究の方法論的課題
これら欧米における先行事例を踏まえたリ
ベラル・フェミニズム的アプローチ，そして
それを補完する形で派生したソーシャル・
フェミニズム的アプローチのいずれも女性の
起業のための障壁や起業を持続させていくた
めの諸条件に関する理解を深めてきた。しか
し一方で，それら成果をふまえた上での方法
論的な反省を迫られていることも指摘されて
い っ た（Ahl2006／De Bruin, Brush & Welter 
2007）。その先鞭をつけたAhl（2006）によ
れば，起業における男女差という現象以前に，
そのような差異を研究対象とする女性起業研
究そのものが既にジェンダー化されていると
いう。そこでは，文化・制度の影響の看過，
過度な男女差の強調というディシプリン，経
済的背景の過度の強調など，研究の方法論に
関わる論点が指摘されている。
こうした言及を本稿では，以下の 3点に集
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約してみたい。
第一に，男女の差異を示す際の指標及び提
示の仕方の問題が挙げられる。女性起業研究
ではしばしば有意差検定が行われるが，その
際に用いられる指標の多くは，「起業家とは
こうである」という本質主義に則ることが多
い。しかもそれらは，そもそもが「男性を想
起させる」指標から成り立っていることも多
い（例えば「エネルギッシュである」「目標
達成志向」など）。さらには，（学術的世界の
問題としてしばしば指摘されるように）統計
的に優位な差異だけが成果として強調され，
男女差の無いという成果は「お蔵入り」とな
ることが多い。
第二に，調査において過度な個人主義的調
査が多く，文化や制度といった構造的要素を
看過する傾向が挙げられる。例えばサラスバ
シー（2015）が示す起業家としての熟達の方
法論においても，「許容可能な損失」という
方法が示されているが，その要素を規定する
背景については論じられていない（そもそも
同じ女性であっても，国や地域によって「損
失の許容範囲」には差異があり，「損失」そ
のものが許されえない人々も存在する）。
このことを方法論的な論点として，De 

Bruin, Brush & Welter（2007）は次のような
問題が底流していると指摘する。これまでの
研究の対象について，米国の特に都市部での
女性起業を集中的に選ぶ傾向があった。その
ため，例えば農村部や開発途上国における女
性起業の研究は「亜流」として捉えられてい
た傾向を反省した上で，より国際的な，より
多様な業種を対象とした研究の必要性を示唆
している5）。

5）ちなみに，女性起業の多様性を看過し特定の現
象を一般化させる傾向は，その研究アプローチが
本質主義の前提に立った場合に陥りやすい。なぜ
なら本質主義は，（本文前掲の通り）男女間の差異
を強調するという研究には適しているものの，そ

こうした反省をふまえ，女性起業の理論的
な統合と整理の動きの一方で，その理論的枠
組みでは捉えきれない女性起業の多様性
（様々な国や地域，業種における動向）を看
取しておく必要がある。さらに，それら個別
の事例と事例間の比較の中から，女性起業研
究の深化を図る方法が望まれている。
第三に，女性起業のパフォーマンスを経済
的な指標に過度に依拠する傾向が挙げられ
る。既に述べたように，女性の不利性ないし
は継続性の源泉は資源へのアクセスなど女性
個人に起因する要素のみならず，それを析出
する際の研究方法，所得をめぐる夫婦間関係
（Jayawarna, Marlow & Swail 2020），さらには
「起業家となるための」教育などジェンダー
化された環境面での要素にまで及んでいる
（Ahl 2007）。そもそもジェンダー化された環
境は，それ自体が法則的な帰結なのではなく
人々が担う戦略の蓄積であり，人々の日常行
動の中から紡ぎ上げられている（コンネル
1993：89）。であるならば，女性起業のパ
フォーマンスとして環境面での指標（いわゆ
るジェンダーからの解放）があって然るべき
だろう。

　2-3．小括
米国の学術誌を中心とした議論では，リベ
ラル・フェミニズム的アプローチが，そして
そこからは捉えきれない論点を補足するよう
にソーシャル・フェミニズム的アプローチが
生じ，この 2つの認識論をふまえて起業をめ
ぐる男女の差異が議論されていった。一方で，
その方法論的な問題を受け，Ahl（2006）は
研究目的を表 1のように拡張していくことを
提案している。
第一に，客観主義的な立場に立っての拡張

の反作用として，男女の共通性や女性の多様性を
看過するおそれがあるからである。
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である。この場合，（女性起業のパフォーマ
ンスを図る上で）既存研究では見出せないよ
うな要因を見出すことを目的とする立場を推
奨している6）。そのために，（男女の差異を無
前提に想定する）本質主義を抜け出しつつ，
（既存研究では説明のつかない傾向のある）
産業領域，国や地域での発見的な研究を展開
すること，そして比較研究により女性起業研
究の深化を図ることが提示されている。
第二に，社会構築主義的な立場に立っての
拡張である。この場合，（女性あるいは女性
起業のみならず）女性や女性起業を取り巻く
社会秩序そのものがジェンダー化されている
ことを見出しつつも，それが再構築されてい
くメカニズムを解明していくことを主眼に置
く研究を展望している。
以上のような大まかな学術的展望をふま
え，これに「伝統産業」が如何に応えうるか
を，次節では確認していく。

表１　女性起業研究の展開の方向性

現状の研究目的 将来的な研究目的

客観主義的
認識論

個人への焦点化
本質主義的な仮定
（による男女差の
可視化）

発見的研究と比較
研究，ならびに更
なる要因の発見

社会構築主
義的認識論

女性が如何にして
自身の生活とビ
ジネスとを成立さ
せているか，また
どのようにジェン
ダーを演じている
か

如何に社会秩序が
ジェンダー化さ
れているか，また
ジェンダー化が如
何に再構築されて
いるか

出典：Ahl（2006）をもとに筆者作成。

3 ．瀬戸市の陶磁器産業の概要
周知の通り「瀬戸物」が陶磁器の総称とし
て使用されることから，愛知県瀬戸市は日本

6）ただし更なる要因の希求は更なるカテゴライズ
を生むことに終止しやすい。ゆえにAhl（2006）で
は社会構築主義的なアプローチをより推奨してい
る。

の代表的な焼き物の産地として長い歴史を
誇ってきた。瀬戸焼は，愛知県瀬戸市やその
周辺で生産される陶磁器のことを指す。瀬戸
焼は日本六古窯のうちの一つでもあり，日本
三大焼き物の一つでもある。それゆえその産
業の裾野は広く，本論において全てを語るこ
とは紙幅が許さない。そこで本節では，陶芸
作家の活動ドメインに焦点を絞り，かつ陶芸
作家を取り巻く環境について確認する。

　3-1．本論における陶磁器産業の射程
瀬戸市の陶磁器産業で特徴的なのは，多種
多様な製品を製造している点である。その幅
は日用品的な陶磁器（いわゆる食器など）に
止まらない。図 1に示されるように，その長
い歴史の中で培われた技術を生かし，電磁器
や碍子・ファインセラミックスなどの化学・
工業製品までもが生産されている。
また，焼き物分野においても日用食器から
芸術品，伝統的工芸品に至るまで幅広く生産
されている。瀬戸市の陶磁器の中でも，染付
を施す焼き物や同市内の赤津地区での焼き物
は，各々「瀬戸染付焼」，「赤津焼」と呼ばれ
独立されることが多い。なぜならばこれらは
手作業に寄るところが多く，既に述べた伝産
法に認定された伝統的工芸品ともなっている
からである。つまり窯業一つ見ても，鋳込み
やパット印刷機など機械化されている窯元も
あれば，手びねりや染付など（部分的ないし
はほとんど）手作業で行われている窯元もあ
る。さらに分業の度合いも窯元によって異な
り，それらを一貫して個人で行う作品もあれ
ば，デザインから完成に至るまで分業化され
ている作品もある。そしてそれら要素がさま
ざまに異なる窯元が，大小さまざまに混在し
ている。
また，陶土が瀬戸市内で採取できる点も特
徴として挙げられる。粘土，釉薬などの原料
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図１　瀬戸市の窯業・土石関連製品群
出典：瀬戸市編（2017：2）。

図２　工程別に見た瀬戸市の陶磁器関連産業の業種類型
出典：瀬戸市編（2017：3）。
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図３　従業者規模別事業所数（2017年）
出典：瀬戸市編（2020：70-71）より作成。

図４　従業者規模別製造品出荷額等（2017年）
出典：同左。

図５　窯業における産業構造　製造出荷額等（2017年）
出典：瀬戸市編（2020：69）より作成。
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から生産道具の製造までほぼ全てを瀬戸市で
賄うことができる。こういった産地は全国的
にも稀だといえるだろう（図 2）。

 さて，このように網羅的に広がる瀬戸市
の陶磁器産業全般を同産業として分析してい
くことは極めて難しい。そこで本論では，陶
芸作家が直接的に活動するドメインである
「日用品」，具体的には和洋食器に焦点を絞っ
ていく。また物流過程においても，作家が直
接的に関わる製造，デザイン・意匠，そして
流通の場面に特化して議論していくこととし
たい。

　3-2．瀬戸市の陶磁器産業の現状
続いて，瀬戸市における窯業の現状につい
て述べる。瀬戸市内の事業所は人数が少ない
小規模なものが多く， 4～ 9人の事業所が全
体の半数近くを占め，100人以上の事業所は
5 ％程度しかない（図 3）。かたや従業者規
模別製造品出荷額等をみるに，100人以上の
事業所の出荷額が陶磁器産業全体の半分超に
及ぶ（図 4）。一方で図 5に示される通り，
陶磁器産業全体に占める食卓用・ちゅう房用
陶磁器のシェアは 3 ％に過ぎないことから，
日用品的な陶磁器を生産する窯元の出荷額は
相対的に低く，小規模事業であることが理解
できる。
次にその推移を見てみたい。『瀬戸市統計書

（令和 2年刊）』（2020：69）によれば，2013
年から2017年の間，電気用陶磁器（2013年の
約101億円から2017年は約156億円）や理化学
用・工業用陶磁器（約39億円から約49億円）
の出荷額の伸びに対し，食卓用・ちゅう房用
陶磁器といった日用品の出荷額は約17.2億円
から約16億円へと減少傾向にある（あわせて
図 5を参照）。
以上より，日用品的な陶磁器は瀬戸市にお
いて，小規模性が強く，かつ経営の困難性が

伺える。そのことから一点目として，女性の
みならず男性までも「専業の生業」としての
創業（ないしは就業）が困難であることが指
摘できる。であるのにも関わらず，二点目と
して，「男性化」も「女性化」もされていな
い産業領域であることが指摘されうる。この
ことは次節で確認していくが，瀬戸市におい
て活動する陶芸作家ないしは陶芸の経営者
は，女性のみならず男性もが混在しているこ
とが示されている。

　3-3．陶磁器産業を支える諸制度
続いて，陶芸作家を支える諸制度について，
次の二点に集約して触れてみたい。
第一に，瀬戸市の陶磁器産業において，要
素条件である原材料（粘土・珪砂）の採掘が
できること，また陶磁器に特化した数々の訓
練機会7）や，愛知県研究機関である「知の拠
点あいち」の存在は，陶磁器産業の支援環境
として全国随一だといえるだろう。このよう
な点が伝統・地場産業の持続可能性に寄与し
ていることは確かである。
第二に，瀬戸市の陶磁器産業においても，
原材料分野においては既に水平分業化（特定
の地元企業だけではなく全国的に原材料を供
給する強い経営体の形成）が進んでいった。
しかしそのことが却って，鋳物業者，染付業
者や作家集団などの川下の経営体がより容易
に原材料を調達できる環境を維持している。
また作家集団においては，ある独特の協働関
係（例えば工房に働く作家が時間外は自由に
工房の窯を使用できる8）など）が築かれてい
る。水平分業が進んだ現代社会においても築
かれる，このような「立地内」での協働によ

7）愛知県立瀬戸窯業高等学校（現・瀬戸工科高等
学校）を始め愛知県立窯業高等技術訓練校，また
新世紀工芸での 2年間の研修制度などがある。
8）なおこの「空き工房を貸し出す」仕組みは，瀬
戸市が貸借を仲介する公的な制度もある。
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るプラットフォームないしはエコシステム
が，環境が立地の競争優位を形成していると
指摘できるだろう。

　3-4．小括
本節では，瀬戸市の特徴として，相対的シェ
アは低いものの小規模性を残す経営が維持さ
れ，作家活動が維持されていることが示され
た。そして，多種の（公的・非公的な）支援
制度が根付いていることが，そのことを可能
にしていると示唆されている。そこで続く節
では，実際に陶芸作家がどのような支援を経
て作家活動を開始させ，自らの経営を成立さ
せているのかを概観していく。

4 ．陶芸作家の活動の概要
前節では陶芸作家を取り巻く環境や諸制度
について概観していった。そのような外部環
境の中で，陶芸作家が作家として成立し生活
している実態を概観していく。瀬戸市に移住
し，現在は市内で陶芸作家，及びギャラリー
経営者として独立している女性作家のA.N.さ
ん（女性）へのヒアリング調査9）を中心に，
複数の窯元（双寿園，椿窯，六兵衛窯陶苑，
翠窯で，代表者は全て男性）での視察デー
タ10）をもとに示していく。

　4-1．陶芸作家としてのキャリア形成過程
まずはA.N.さんの経歴について述べる。

A.N.さんは愛知県外の出身者であり，芸術
関連の経験を経て，瀬戸にて愛知県窯業高等
技術専門校を卒業した。卒業後は瀬戸市内の
工房に入社し，2010年に瀬戸市内で工房と
ギャラリー経営を行う形で独立した。現在で
は，食卓・ちゅう房用の陶器の制作・販売，
ギャラリーの経営，ならびに年50回程度の個

9）2020年12月 8 日に実施。
10）2020年12月 2 日に実施。

展やグループ展を全国で行っている。
専門校卒業後に入社した工房では自身の作
家としての時間を過ごすことが一般的であ
り，仕事の合間があれば（一機数百万にも及
ぶ）窯も共有ができた。夕方以降は自分の作
家としての活動を行えるとのことだった。そ
してその10年近い工房での就業の中で，
「いっちん」という技法を用いて技法を陶器
に立体的に花を描く技法を確立し，陶芸作家
として独り立ちした。
独り立ちの際には，ギャラリー店舗の貸借
を第三セクター「瀬戸まちづくり株式会社」
の仲介により行い，自宅兼工房は隣地に「他
の陶芸作家との共用の貸し窯」つきの工場を
有している所有者（窯元）から借り受けた。

　4-2．陶芸作家としての仕事のスタイル
A.N.さんは現在，工房において隣地の（他
の陶芸作家との）共用の貸し窯（写真 1）の
他，自宅内に自分用の窯を設置している。上
述のような自らの経験から，現在経営する自
身の工房においても空き窯の共有や空き時間
での創作活動を，雇用スタッフに認めている
という。また陶芸教室を主催し，陶芸の普及
や育成に努めているとのことであった。また
上述の通り個展・グループ展やギャラリー経
営などを通じて，顧客接点に可能な限り努め
ようとしている。このような製陶から流通，
後継者育成まで渡る多岐にわたる活動を行っ
ているのが，仕事のスタイルとしての第一の
特徴として挙げられるだろう。
続く特徴として，A.N.さんの工房は手び
ねり・染付けの手工業を中心としつつ，それ
を分業制で行うスタイルを採用している。こ
の一方で例えば双寿園，椿窯といった工場は，
基本的には機械化による大量生産様式を採用
している。
とはいえA.N.さんの工房では個人や業者
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からの受注や納期などを反映させる必要があ
り，すなわち「ある程度の生産量を確保する」
ための措置が必要である。そのための手作業
と分業制との両立を，A.N.さんは「『陶芸家』
と『作家』との違いなのかもしれない」と述
べる。陶芸活動を純粋な芸術作品として，意
匠から成形，焼き，仕上げなどを一貫して行
い「一品者」を製陶するような前者に対し，
部分的に分業・効率化することで「大量生
産」と「作家性」の中間を図ろうとしている
ことが，その言には含意されている。またそ
れをプロフィット・センターとすることで，

作家活動を継続しているという。

　4-3�．陶芸作家を継続していくためのスタ
イル

では，その活動の維持に男女差はあるのだ
ろうか。以下では，瀬戸市で開催される陶芸
作家のコンペティションである「瀬戸・藤四
郎トリエンナーレ11）」を参考にしてみたい。
表 2は第 1・ 3回の「瀬戸・藤四郎トリエ

11）瀬戸市内の陶土採掘場で自ら土を採集し，自ら
採集した土で粘土をつくり，自らその粘土で制作
する公募展で，審査員の審査によりグランプリ 1
件，特別賞 4件ほか入選作品が発表される。

写真1　陶芸作家の共用窯（貸し窯）
出典：筆者撮影（2020年12月8日）。

写真2　陶芸作家の工房内の展示室
出典：同左。

表２　瀬戸・藤四郎トリエンナーレの参加者数及び入賞の状況 （単位：人）
第 1回（2012-13年） 第 3回（2018-19年）

参加者年代内訳 男 女 男 女
10才代 1 1 4 8
20才代 33 17 15 27
30才代 30 24 29 16
40才代 36 13 34 17
50才代 30 7 32 14
60才代 31 2 42 17
70才代 14 0 15 3
80才代 ― ― 6 1

グランプリ受賞者 1 ― 1 ―
特別賞受賞者 3 1 4 ―

注 1：参加者には瀬戸市外の陶芸作家・作品も含まれる。
注 2：グランプリは 1件，特別賞は 4件が受賞される。
出典：陶祖800年祭ホームページ及び瀬戸市文化振興財団ホームページより作成。
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ンナーレ」の参加・結果状況を示している。
まず第 1回の応募者は男性175名に対し女性
が64名，第 3回は177名に対し103名と，相対
的にみて女性比率が上がっており男女混合の
傾向が強まっていることがわかる。一方でグ
ランプリ及び特別賞の受賞者には，明確な男
女差が見受けられる。また直近の第 3回では，
年代の偏向に明瞭な男女差がある。10才代か
ら20才代までは女性の応募者が多い一方で，
30才代以降は男女比が明瞭に逆転している。
ここで当然考えられるのが，「結婚」とい
うライフイベントの，陶芸作家活動へ与える
影響だろう。A.N.さんによれば，作家活動
を「収入を得る業として」維持していくこと
はかなり困難であり，自身が行ってきた修行
の年月や幅広い活動を要する。その中で多く
の若手作家は，工房に勤めながら，（工房で
はないものの）陶磁器関連企業でパートタイ
ム労働をしながら，あるいは陶磁器産業とは
全く無関係のパートタイム労働をしながら生
計を立てている。
こうした選択肢のほかに実際の話として女
性作家に対しては「結婚という方法」がある
という。すなわち，結婚によって配偶者の安
定的な収入があることをベースに，継続的か
つ自律的に活動を継続している女性が瀬戸市
でも多いとのことであった。
これは「結婚」において配偶者が「稼ぎ頭」
になっている場合，（男性ではなく）女性起
業家のみに対して「出口戦略」，「自分のペー
スで継続」，「趣味的に継続」といった柔軟な
選択肢を提供するとした Jayawarna, Marlow & 
Swail（2020）の議論にも通じるところがある。

　4-4．小括
以上，本節では陶芸作家のA.N.さんを中
心に議論した。では，陶芸作家活動をめぐる
男女の差異はどこにあるのだろうか。

一点目は生産様式の差異に見出されるが，
それは男女差というよりは，後継者か他から
の移住者かといった要素に依るところが大き
い。後継者の場合，若年より学習機会や地元
での人的ネットワークを得る余地がある。重
ねて資本を築くというよりも資本を継承し発
展させることにプライオリティを置く必要が
あるからである。地元出自ではないA.N.さ
んは自ら窯を購入し，自宅内にそれを設置し，
雇用し，顧客を獲得すること，それら全てを
一から自らで行っていった。
けれども赤津町に窯を構える翠窯もまた，
他出者として手づくり・分業制の焼き物づく
りを行い，さまざまな活動を展開しているな
ど，その多くの点がA.N.さんの工房と共通
している。また，機械化＝大量生産方式を採
用している経営者の方々もしばしば，作家的
な活動を失ってはいない。実際にA.N.さん
は工房内に自らの作品を展示する展示室を設
けている（写真 2）が，椿窯でも同様に，工
房内に作家活動的な作品を展示する展示室を
有している。つまりは，生産様式の違いはあ
りながらも，作家活動を展開しているという
点では共通している。
もう一つの相違があるとすれば，それは作
家生活を維持するための方法論の違いだろ
う。「瀬戸・藤四郎トリエンナーレ」にみら
れるように，陶芸をめぐる競演にはある程度
の男女差があり，総体的にみて男性がトップ
を占めるパターンが多い。だが女性は作家生
活を維持するために，パートタイム労働，そ
して結婚も含めてより多くの選択肢を有して
いる（そして採用している）という傾向も見
出された。

5 ．結論
本論では，女性による瀬戸市での陶芸作家
活動を事例とし，これを女性起業研究の立場
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から捉えることの可能性を検討した。
当然ながら（既存の女性起業研究が強調し
てきた）女性の不利性というのは，部分部分
で垣間見ることができる。例えば陶磁器産業
全般において女性＝後継者である場合は少な
く，ゆえに資本調達というハードルを超える
必要性がありうる。作家間の競演においても，
男性がトップを占める傾向にある。このよう
な男女差ないしは女性の不利性には引き続き
注視が必要でありながらも，一方で，それら
伝統的な女性起業研究では捉えきれないユ
ニークな特質をも有していることが看取でき
た。そしてそれは，Ahl（2006）などが提起
する方法論的展開の流れを汲むことができる
ような事例として，有用性を持っていると結
論づけられる。
それを表 3により整理しつつ，以下二点の
ようにまとめていきたい。
第一に，客観主義的アプローチからの新た
な展望を見出すことができる。瀬戸市の陶芸
作家活動では，既存のリベラル・フェミニズ
ム的アプローチが示してきたような資金不
足，学習機会の不足，人的ネットワークの不
足といった言及は，その資源共有的な慣行・
制度と学習・修行機会の提供などにより薄い
うえ，統計上も男女の差異が色濃く出ないこ
とが予測される。それゆえに，既存研究には
ない指標の発見機会が大きいといえるだろ
う。一方で陶芸作家活動を成立させるために，
作家は多種多様な技法を発見し磨くととも
に，それを維持するようなさまざまな戦略を
駆使している。それらは男女の差異もありな
がらも，男女ともに共通している点もある。
男女が混在した事業空間でのこうした雑多さ
は，ソーシャル・フェミニズム的アプローチ
においても，更なる知見を提供することに寄
与するだろう。
それゆえ，例えば Jayawarna, Marlow & Swail

（2020）の研究のような「ライフステージが
エフェクチュエーションにどのような作用を
もたらすか」といった研究や，Cohen & 
Kirchmeyer（1995），Kirchmeyer（1992・1995）
の研究のような「家庭や地域生活が起業に及
ぼす影響」などといった問いを膨らませるこ
とができる。要するにこの事例での女性起業
研究は，ビジネス外の指標の発見や，ビジネ
ス－ビジネス外活動との相互作用などを研究
できる可能性を提供してくれる。
第二に，社会構築主義的アプローチへの発
展可能性について。既に述べてきたように，
瀬戸の陶芸作家の活動領域には（作家活動へ
の多様な支援環境もあいまって）男女の自然
な混合があり，かつその人間関係や意匠・デ
ザインにも多様性がある。
例えば翠窯はスタッフを雇い分業制を確立
しつつ夫婦で自営的切り盛りをする一方で，
工房外の地域活動にも共に参加している（意
外かもしれないが，夫婦が家庭や自営業を超
え地域でも協業することはさほど多くはな
い）。その一方で多くの窯元（特に後継され
た窯元）は，「男性による後継」というモデ
ルを維持していることが多い。
また実際の陶芸作品に関してみても，いわ
ゆる「男性らしさ」や「女性らしさ」を志向
する作風もあれば，性差が不明瞭な（いわば
「中性的な」）作風もある。そして作風と身体
的性別が伴うこともあれば，伴わないことも
ある。
こうした一般的パターンが見出しづらい状
況は，そうであるがゆえに却って，ジェンダー
秩序の変容可能性を見出しやすい。それら男
女協働の変容（工房内，あるいは工房を超え
た男女間の協働関係がどのように定着・変化
するか）や作風の変容（作家の作風の定着・
変化がどのようにして起こるか）など，ジェ
ンダー秩序をめぐる人間関係やシンボルの再
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構成の可能性が，瀬戸市の陶磁器産業には見
出されうる。

表３　女性起業研究としての作家活動の研究課題例

現状の研究目的 将来的な研究目的

客観主義的
認識論

起業における男女
の差異がどのよう
に見受けられるか

作家活動を超えた
領域が，作家活動
にどのような影響
を及ぼすか

社会構築主
義的認識論

既存の作家活動の
枠組みにおいて，
作家がどのように
男性的／女性的に
振る舞っているか

男女の協働や作家
的作風がどのよう
に定着，再編され
ていくか

出典：表１をふまえ筆者作成。

以上の議論をふまえ，伝統産業における女
性活動は女性起業研究に資する重要なケース
スタディを提示すると結びたい。ただし繰り
返し強調するように，瀬戸市の陶磁器産業は
陶芸作家の活動のみを切り取ったとしても深
淵で，その精巧な理解と描写に至ることは難
しい。本稿の議論で用いたデータはあくまで
少数の調査協力者に対するワンショット・
サーベイのため，多様な立場にいる（男女の）
作家に対する時系列的な調査を必要とするこ
とは間違いなく，それが今後の調査課題とな
る。
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